
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 青 森

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 柏 村 立 柏 小 学 校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ １ １３

児童数 ５９ ４８ ５２ ５２ ４９ ５０ １ ３１１ １８

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「確かな学力を身につけさせるための指導法についての研究」
～算数科における個に応じた指導を通して～

２．研究内容と方法
実施学年・教科(1)

・全学年・算数
＊ 学力検査の結果から、算数科の「関心・意欲・態度 「数学的な考え方」に」
課題が残ったため。

年次ごとの計画(2)

平 ○ テーマ
成 確かな学力を身につけさせるための指導法についての研究

～算数科における個に応じた指導を通して～15
年
度 ○ 研究の見通し

算数科において、指導体制を工夫するとともに、学習の振り返りを生か
すなど、個に応じたきめ細かな指導をすることによって、確かな学力が身
につくことになる。

○ 研究の内容・方法

内容
ァ 個別指導の必要な児童に対する指導体制について
ィ 学力の評価の活用について
ゥ 個に応じた効果的な指導について

方法
ァ 低・高の２ブロックに分かれて、研究を進める。
ィ 各学年１回、全体研究で提案授業をする。

、 。ゥ 計画訪問は事前研を設定し その他の提案の事前研はブロックで行う

平 ○ テーマ
成 確かな学力を身につけさせるための指導法についての研究

～算数科における個に応じた指導を通して～16
年
度 ○ 研究の見通し

算数科において、指導体制を工夫するとともに、学習の振り返りを生か
すなど、個に応じたきめ細かな指導をすることによって、確かな学力が身
につくことになる。

○ 研究の内容・方法



内容
ァ 指導方法や指導体制の充実について
ィ 評価の計画的なあり方について
（学習評価の活用や学習の振り返りの仕方など）

方法
ァ 低・中・高の３ブロックに分かれて、研究を進める。
ィ 各学年１回、全体研究で提案授業をする。

、 。ゥ 計画訪問は事前研を設定し その他の提案の事前研はブロックで行う

研究推進体制(3)

校 長

教 頭

教務主任

学習部

低ブロック 高ブロック
第４学年～第６学年算数科Ｔ・Ｔ

全体研修

＊ 授業形態（習熟度別学習や少人数指導）によって、校長・教頭・教務主任が
協力指導体制を行う。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

＊ 本校は、１５年度から指定を受け研究を進めるにあたって、今年度の反省を
もとに課題発見も成果の一つととらえ、まとめた。

（１）個別指導の必要な児童に対する指導体制について
平成１５年９月上旬に実施した「学習に対する意識調査」の結果から、

（ 、 ）４年２６人・５年４７人実施 回答％

よくあてはまる どちらかといえば どちらかといえば まったくあてはまらない回答
あてはまる あてはまらない設問・対象

勉強内容がよくわかる ４年 ３０．８ ６９．２ ０ ０
５年 ４８．９ ４２．６ ８．５ ０
全体 ４２．５ ５２．１ ５．４ ０

わからないことなど ４年 １５．４ ５０．０ ２６．９ ７．７
先生に聞きやすい ５年 ３４．０ ４４．７ １９．１ ２．１

全体 ２７．４ ４６．６ ２１．９ ４．１

二人以上の先生に
教えてもらえることで ４年 ３４．６ ２３．１ ３４．６ ７．７
その教科が好きに ５年 ３６．２ ５１．１ １２．７ ０
なってきている 全体 ３５．６ ４１．１ ２０．５ ２．８

４月からＴ・Ｔによる個別指導の結果、Ｔ・Ｔを活用した指導体制が有効



に働いていると考える。
また、今年度の反省から、Ｔ・Ｔによる指導体制をすることで、より児童

に目が届くようになり、個別指導をする機会が増えたという意見があった。

（２）学力の評価の活用について
① 学力検査（ＮＲＴ）の活用から

前年度同じ学力検査を実施していないが、本校児童の学力の状況を把握
し、指導に役立てる資料とした。

ァ Ｔ・Ｔの活用に生かすことができないか。
（ ） 「 」 。偏差値平均 Ｍ … ５０ を全国平均と考えてよい

学年 偏差値（国語 偏差値（算数 学年 偏差値（国語 偏差値（算数

１ ４８．３ ４７．２ ４ ４８．９ ４５．９

２ ５２．９ ５０．０ ５ ５８．１ ５４．５

３ ５２．０ ５０．１ ６ ５１．９ ５１．６

ィ 「標準得点（学力偏差値 」…どの段階の子に対する指導を工夫しな）
ければならないか。
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上記の結果から、１の段階や２の段階の子に対する指導の工夫が必要
とわかった。

ゥ どの領域で指導の工夫が必要か。
「大領域別集計」…「１００」を全国の正答率とする。

学年 算 数 学年 算 数

数と計算 ９１ 数と計算 ８８
１ 量と測定 ９９ ４ 量と測定 ８３

図形 １０１ 図形 １０１
数量関係 ８１

数と計算 ９８ 数と計算 １２７
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２ 量と測定 ９８ ５ 量と測定 １１２
図形 １０７ 図形 １２６

数量関係 ９５

数と計算 １０７ 数と計算 １０７
３ 量と測定 １００ ６ 量と測定 ９５

図形 ８４ 図形 １０８
数量関係 １０５ 数量関係 １０５

上記の結果をもとに、各学年で領域を重点とした指導法の工夫を考え
るようにする。

ェ 知能と学力の相関から、個に応じた指導を要する児童はいないか。

学年 平均学力偏差値 知能偏差値 アンダー バランスド オーバー

１ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・

２ ５１．６ ５３．４ ５人 ３７人 ６人

３ ５１．０ ５２．４ ９ ３５ ６

４ ４９．３ ４８．９ ３ ４６ ３

５ ５７．７ ５０．７ ０ ２６ ２３

６ ５０．７ ５１．５ ２ ４４ ３

上記の結果、アンダーアチーバーの児童に応じた指導に配慮する必要
がある。

② 学習の振り返りを生かした指導
第６学年からの提案

（振り返りカードを使うことによって意欲づけになるだろう）
「振り返りについての意識調査」から、

ァ 振り返りカードは、頑張ってみようという気持ちになったか。

すごくなった・・・２４％
ややなった ・・・３９
あまりならない・・２７
全然ならない・・・１０

ィ 振り返りカードでよいと思う点

先生のコメントがうれしい・・・２２％
きちんとできたか確かめられる・１８
自分を評価できる ・・・１４
やる気がでる ・・・１０
その他少数意見 ・・・３６
（苦手なところがわかったなど）

ゥ 振り返りカードでこうしたらいい思う点

感想を書けるところがあるといい・・・１６％
アドバイスがほしい ・・・１６
頑張ったところを書くところ ・・・ ６
その他少数意見 ・・・６２

上記の結果から、◎・○・△での評価であったが、学習への意欲づけ
となったと考える。



（３）個に応じた効果的な指導について
習熟度別学習や少人数指導など提案されたが、反省で上位グループの児童

にとって学習意欲も高まり、多様な意見が出るなど有効と考える。
しかし、下位グループやわからないで困っている児童にとって、習熟度別

学習や少人数指導は有効になっていないとわかった。

２．今後の課題

（１）指導体制や指導方法の充実について

① 指導体制では、学力検査の結果を生かした協力的指導体制やＴ・Ｔの活
用を考える必要がある。
そのため、学年の実態や１・２の段階の児童、学習領域に配慮したＴ・

Ｔの活用を考える。また、ねらいをしっかりもって習熟度別学習や少人数
指導など協力的指導体制の充実を図る。

② 指導方法でも、学力検査の結果を生かし、学年の実態や１・２の段階の
児童、学習領域やアンダーアチーバーの児童に配慮した学習指導が必要と
考える。今年度は、個別指導をする時間が少なかったという反省から、個
別指導に対する工夫をする。
そこで、習熟度別学習や少人数指導のよいところもあったが、より一人

。 、 、ひとりを生かす学び合い・高め合う授業を目指す また 単元によっては
習熟度別学習や少人数指導などの良さも取り入れた指導を工夫する。
さらに、個別指導は、授業の中での個別指導、時間を設定しての個別指

導を考慮する。

（２）評価の計画的なあり方について（学習評価や学習の振り返りの仕方など）

① 学力検査の結果を生かした指導体制や指導方法の取組がなされなかった
ことから、来年度も今年度と同じ時期にＮＲＴを実施し、比較することで
より一層の指導体制や指導方法の充実を図る。

② 学習の振り返りカードは、学習意欲を高めることに有効であったが、感
想や頑張ったところ・アドバイスなどほしいという意見を考慮し、各学年
の発達段階を考慮し，文章で書くことを基本とする。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

＊ 学力調査のため、全学年平成１５年１２月にＮＲＴテストを実施。
（第１学年から第２学年は、国語・算数で実施）
（第３学年から第６学年は、国語・社会・算数・理科で実施）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

（１）１５年度

６月４日 柏村小・中連絡協議会（柏村立柏中学校）において、村内教
員を対象に今年度の取組を紹介。

１０月３０日 柏村小・中連絡協議会（柏村立柏小学校）において、村内教
員を対象にこれまでの取組を紹介。

１０月３１日 西郡小学校長会学校運営研究協議会（森田村立中央公民館）
において、小学校長を対象に取組を紹介。

１２月 ３日 参観日（柏村立柏小学校）において、保護者を対象に授業実
践から取組を紹介。

（２）１６年度

日時未定 柏村小・中連絡協議会（柏村立柏中学校）において、村内教
員を対象に取組を紹介。

１１月ころ 学力向上フロンティア事業公開予定。



◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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